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 日曜参観へのご参加ご協力ありがとう
ございました。保護者の方々とたくさん
遊べて、子どもたちも大喜びの一日でし
た。 
 参観日の日に保育室で披露した「はら
ぺこあおむし」の手づくり紙芝居を、も
も組さんを招いて披露しました。参観の
日は緊張して歌えなかったけれど、もも
組さんの前では、お兄さんお姉さんらし
く、歌って披露していました。前に立っ
ていない友達も、お客さんになって録画
ごっこをしたり、お客さんを座席に案内
したり、それぞれが自分のやりたい役に
なって遊んでいました。 
その後、もも組さんもヒーローショーと
アイドルショーに招いてくれて、お客さ
んになって楽しんだそら組でした。新聞
遊びにもも組さんが遊びに来たり、ツマ
グロヒョウモンチョウのビニールハウス
にもも組さんを招いたりして、年下の友
達との関わりを日々、楽しんでいます。
いつも優しく接していて、さすが大きい
組だと嬉しく思っています。 

 雨上がりの日、皆で雨粒集めをしました。葉の上、遊具の淵、バケツ
の中など、いろいろなところにある雨粒を見つけて、コップに集めてい
きました。「もしかしたらプールにいっぱいあるんじゃない？」と思い
ついたそら組は、プールまで行ってたくさんの雨粒を集めました。 
 その雨粒に好きな絵の具をひとさじ混ぜて、皆で大きな紙に、絵の具
をつけた筆を振って、虹色の雨を降らせました。（スパッタリングとい
う技法です）一人一人がつくった色付きの雨粒が混ざって、虹色になっ
たり不思議な色になったりしたことに「そら組の虹色の雨やな」と喜ぶ
姿がありました。今後も季節ならではの遊びを楽しんでいきたいです。 

 先月のどろんこ遊びは、どんどん穴を掘って、水を溜めたり、穴同士を繋ぐ
水路を掘ったりして遊んでいましたが、今月は、樋を存分に使って、水を流し
ていく遊びが増えました。深く掘った穴まで水が流れていくように、友達と相
談し合ったり、協力し合ったりして遊んでいます。絶妙な角度をつくるために
バケツを樋の下に置くなど、様々な試行錯誤の姿が見られます。水が上から下
に流れるのは当たり前のことだと大人は知っていますが、それは私たちが今ま
で知らず知らずの間に実体験を通して学んできたから知っていることです。子
どもたちは実際に樋を繋ぐ中で「なんか水止まった」「流れていけへん！」
と、なぜ思い通りにならないのかという経験をしました。そこから試行錯誤を
し、樋を斜めにしたら水が流れていくのだと気付いていきました。遊びの中で
子どもたちは「なんで？」「どうしたらいいんだろう？」という気持ちをもつ
ことで、考え、試して、学びを得ていきます。遊びの中で育っていく保育を今
後も進めていきます。 

「何歳？４歳はござに、
５歳は椅子に座ってね」 

「それでもやっぱりおなかは
ぺっこぺこ♪」 

「かわいい～！
動画撮るわ！」 

「ファンサもらったよ！」 

「ツマグロヒョウモンチョウだ
よ。虫眼鏡を使って見てみる？
よく見えるよ」 

「おばけやしきこわーい！」 

「バケツを置い
てみた！」 

「ここと繋ごう」 

「水が流れまーす！」 

「雨粒ちゃん
見つけた！」 「雨粒ちゃん、背が伸びたよ」（コップの中で

水の嵩が増えていく様子に気付いていました） 

「プールにいっぱい雨粒
ちゃんおるわ！」 

「虹色雨粒ちゃん！」 


